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論文内容要旨
 1970年代光通信技術が現実化しその研究が世界的に盛んにな
 った。そこでの通信媒体は石英系光ファイバが中心であり、その製
 造法は米国コーニング社の外付け法(OVD法)、およびベル研の内
 付け法(MCVD法)が主流であった、しかしそれらは量産性に課
 題が残されていた。1977年、日本電信電話公社(現NTT)は
 量産性に優れた母材製造法として気相軸付け法(VAD法)を提案し
 た。本論文の研究目的はこのVAD法の基礎技術を確立し、実業メ
 ー カとの共同研究により工業化を実現することにあり、全編8章よ
 りなっている。
 第1章は緒論であり、本研究の背景を述べている。1960年に
 レーザが発明されて以来光による通信が実用性の高い技術として
 研究が開始され、1970年コーニング社から20dB/kmという
 低損失光ファイバが実現されたことを契機として、研究が盛んにな
 った。図1に光ファイバ低損失化の経緯を示す低損失化については
 1976年以降、わが国が常に世界をリードしてきた。
 図2にはVAD法の概念図を示す。火炎加水分解反応により多孔
 質母材を作製し、その成長と共に軸方向に引き上げ上部のリング炉
 内で透明化してガラス化する。OVD法、およびMCVD法ではガラ
 ス旋盤の長さで作製できる母材の大きさが制限を受けるがVAD法
 では軸方向に作製するためその制限を受けず、量産性に優れた方法
 である。第2章においては、多孔質母材作製時における母材表面温
 度をコントロールすることにより母材の屈折率分布制御が可能で
 あることを明らかにした。これを利用して、伝送帯域の優れた光フ
 ァイバを再現陸良く製造できる技術を確立した。この屈折率制御技
 術はVAD法独自のものである。
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 VAD光ファイバの伝送損失は、ガラス組成の最適化、脱水処理より、1.55μmで0.28dBノ㎞の極低
 損失光ファイバを実現した。一方、伝送帯域については1母材の屈折率分布形成技術の向上により、
 1GHz・㎞以上の広帯域グレーデッド光ファイバを実現した。図6にはそのVAD光ファイバの伝送
 帯域波長特性を示している。こうしてVAD法による光ファイバの製造技術は電電公社と古河電気工
 業株式会社、住友電気工業株式会社、藤倉電線株式会社(現フジクラ)三社の電線ケーブルメーカ'と
 の共同研究で実証され、高品質化が図られ、各社の実用工場で製造できる技術として確立した。
 第7章は、光ファイバの信頼性に関する研究結果である。
 電電公社が実施した中小容量光伝送方式の現場試験に導入
 した光ファイバが2年後、経時変化によって損失増が起こ
 ることが明らかになり大きな問題として提起され、関係者
 一の縣命の努力によってこの問題も解決された1すなわち、
 ,損失増の原因は磁'分子が光ファイバに拡散侵入し、ガラ
 ス構造欠陥との反応により、0π基に変換することによるこ
 とを明らかにした。また、その飾分子の発生源は線引き
 後ファイバ被覆に用いているプラスチックコートである・こ
 とを突きとめた。被覆材の改良を行ない、またガラス構造
 欠陥の原因となる乃05を除去することにより、0π基を低
 減させく長期信頼性を保証することに成功した。図7は光
 ファイバ20年後の損失増の予測を立てたものである。長
 期的に充分信頼性を確保できことを示している。
 ・第8章は、本論文の結論である。
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 図7.光ファイバ20・年後の損失増予測
0
 以上、本論文は、量産駐に優れたVAD法による光ファイバ母材製造の基本技術を確立し、その工業化
 を実現した。また、現場試験で明らかになった損失増についてその原因を研究し、対策を明確にした。
 この結果、VAD.光ファイバの長期信頼性を保証され、今日の光通信時代の幕開けに貢献した。
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